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２ヶ月が過ぎて思うこと。。。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長 伊東　俊昭

　透き通った青い空、雨上がりの大きな虹、目が合うと笑顔で挨拶を交
わしてくださる人々、オーストラリアのこのすばらしい気候や様々な
国々の方々を受け入れてきた風土、素晴らしい国民性に触れ、私自身、
この２か月多くの刺激を受けてきました。
　また、子どもたちも、毎朝、笑顔で挨拶を交わしてくれます。この元
気な子どもたちのおかげで、私は、毎日新鮮な気持ちで仕事に向かうこ
とができています。
　そして、常に考えることは、子どもたちが、やがて社会で活躍すると
き、パース日本人学校で学んだことを思い出し、誇りに感じてもらえる
ような学校づくりをどのように進めていくかです。
　先生方や職員は、目の前の子どもたちのために一生懸命に汗をかいて
おります。子どもたちもそれに応え、しっかりと学習や運動、遊びに取
り組んでおります。
　教室を回ってみると、個人差はあるものの、自分の思いや考えを表現
しながら授業に参加する子どもたちの姿をたくさん見てきました。今
後、全ての子どもたちが、自分の思いや考えをしっかりと表現できる力
を身に付けることをねらいとして、研究を進めてまいります。
　一方で、PTAの役員の方々を中心に、様々な行事や活動においてご支
援・ご協力をしていただいております。そのおかげで、様々な取組にお
いて内容の充実を図ることができております。
　これから、学校だよりで子どもたちの様子や先生方の実践について、
そして、学校に関わってくださる方々やその取組について触れてまいり
たいと思います。
　今後とも、これまで以上に本校教育にご理解・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。
　仕事を終え、駐車場に向かうとき、ふと夕日が目に入ります。広大な
インド洋に沈む夕日です。一日の疲れを癒すかのように、オレンジ色の
夕日が、私を包んでくれます。
　日々、感謝であります。
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５月の主な出来事
右の写真は、５月４日に行われた、親子レクの様子です。保
護者の皆様、ご参加いただき、ありがとうございました。午
前中の授業も含め、子どもたちの活躍する姿を保護者の方々
に見てもらえることは、子どもたちにとって、大きな励みと
なり、さらなる成長のきっかけにもなったことと思います。
今後も保護者の皆様と一緒に子どもたちの成長を支えていけ
たらと思っています。よろしくお願いいたします。

５月７日、ランニングクラブが始まりまし
た。City Beach小学校の子どもたちと一緒
に、多くの生徒、保護者、教職員がいっし
ょにさわやかな汗を流しています。

５月１２日の昼休み、３年生以上の希望者
を対象として、日本から来られた     さんが
原爆体験談を話してくれました。子どもた
ちは、みんな熱心に聞いていました。

５月１３日、今年度最初の避難訓練が、家庭科室
から出火という設定で行われました。子どもたち
は教員の指示に従い、落ち着いて速やかに避難す
ることができました。安全確保の重要性を再確認
する良い機会となりました。今後も防災意識を高
め、万が一に備えてまいります。

５月２０日、アンダーカバーエリアで、
City Beach 小学校の子どもたちと一緒に
Book Fairに参加しました。本の朗読に加え
て、Free Dress Dayということで、様々な
服装が見られ楽しかったです。

５月２２日、    さん、     さんのお別れ会が行われま
した。保護者の皆様も含め、たくさんの方々に見送
られ、        へと旅立ちました。子どもたちは別れを
悲しみつつも、未来での再会を誓っていました。

５月２8日に行われたKONNICHIWAの催しで、
JSPの子どもたちが一生懸命に準備・おもてなし
を行い、CBPSの子どもたちはとても楽しんでい
ました。大成功でした。


